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研究成果の概要： 
 本研究では，対人関係認識の発達的変容を，小学校 3年生から中学 2年生までの子どもを対

象として明らかにし，それに基づいて，道徳的判断力を育成する道徳教育プログラムの開発を

行った。本研究では，教科教育との関連によって道徳的判断基準を育成する道徳教育プログラ

ムモデルと，構成的集団的活動との関連によって道徳的判断基準の確認と定着をはかる道徳教

育プログラムモデルを開発した。これらの実践による有効性の検討は今後の課題である。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006年度 900,000 0 900,000 

2007年度 900,000 270,000 1,170,000 

2008年度 1,300,000 390,000 1,690,000 

年度    

  年度    

総 計 3,100,000 660,000 3,760,000 

 
 
研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：教育学・教科教育学 
キーワード：道徳教育，対人関係認識，道徳的判断力，プログラム開発 
 
 
１．研究開始当初の背景 
1970 年代アメリカでは，社会規範意識の

低下を防止するために，学校教育において道
徳的判断力を育成する必要が叫ばれ，コール
バーグ (L. Kohlberg) のジャストコミュニ
ティアプローチが盛んに取り入れられ，学校
での実践研究が行われた（E. Turiel, The 
Development of Social-Convention and 
Moral Concepts, in; Moral Development 
and Socialization, Allyn and Bacon, Boston, 
1980)。現代日本においても社会規範意識の
低下を防ぐために道徳的判断力を育成する
道徳教育プログラムがぜひとも必要である。

そこで本研究では小中学校で道徳的判断力
を育成することに特化した道徳教育プログ
ラムを開発することにした。 

日本でもコールバーグの理論に依拠した
道徳教育研究は行われている（荒木紀幸編
『道徳教育はこうすればおもしろい－コー
ルバーグ理論とその実践』北大路書房，1988
年）。しかし，コールバーグの道徳教育論は
正義（justice)を基本概念として構成されてお
り，これが日本の子どもにふさわしいかどう
かについての検討はなされていない。これに
対し，日本の子どもには独特の道徳概念の基
準があるのではないかとの指摘がある（首
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藤・二宮『児童の道徳的自律の発達』風間書
房，2003年）。首藤らの指摘にしたがってチ
ュリエル (E. Turiel) の論を参考に，日本の
子どもを対象とした研究を行った結果，正義
を基本概念として道徳を構成するアメリカ
の子どもに対し，日本の子どもは「対人関係」
を基本概念として道徳を構成していること
が指摘された（鈴木・森川「児童における『社
会的慣習』判断の基準に関する一考察」『広
島大学大学院教育学研究科研究紀要 第一
部（学習開発関連領域）』第 54号，2006年）。
こうした指摘は，道徳教育の分野では今まで
ほとんどなされていない。日本人の道徳的判
断が対人関係に左右されるとした先行研究
もあり（中根千枝『タテ社会の人間関係－単
一社会の理論』講談社現代新書，1967 年），
今後は日本の子ども独自の道徳概念の基準
にもとづいた道徳教育プログラムの開発が
必要である。そこで本研究では，子どもの対
人関係認識の発達に応じた道徳教育プログ
ラムを開発することにした。 
 
 
２．研究の目的 
 これまでの研究で，道徳的価値葛藤による
討論が子どもの道徳的判断力を向上させる
ことが確認された(鈴木・松田他「道徳的価値
葛藤を含む教材を用いた道徳授業の開発」広
島大学大学院教育学研究科附属教育実践総
合センター『学校教育実践学研究』第 10巻，
2004 年，鈴木・松田他「児童生徒における
道徳的判断規準の形成を支援する道徳授業
の開発」広島大学大学院教育学研究科附属教
育実践総合センター『学校教育実践学研究』
第 11巻，2005年)。とりわけ社会規範にかか
わる内容の場合，道徳的判断力を向上させる
基準は，小学校中学年では「他者からの拒否
的反応」，「他者の迷惑」，「他者からの共感」
であることが明らかにされた（鈴木・森川，
前掲論文)。こうした対人関係認識は，子ども
の年齢に応じて変容していくと考えられる。 
 そこで本研究では，対人関係認識の発達的
変容を明らかにするとともに，それに応じた
道徳的判断力育成のための道徳教育プログ
ラムを開発することを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 道徳授業におけるワークシート分析によ
って，子どもの対人関係認識の発達変容を明
らかにした。この研究成果に基づいて，子ど
もの対人関係認識の発達変容に応じた道徳
教育教材を作成し，研究協力者に依頼して小
学校で実践研究を行った。実践研究の成果に
基づいて，道徳的判断力を育成するための道
徳教育プログラムモデルを開発した。 
 

 
４．研究成果 
 (1) 対人関係認識の発達的変容について
（研究 1） 
 

対人関係認識の発達的変容を明らかにす
るために，まず対人関係認識の発達変容モデ
ルを作成した。子どもの発達段階における対
人関係の特徴を，H.S.Sullivan，井上謙治，
田中熊次郎の理論から明らかにし（井上謙治
「人との関係の拡がり」木下芳子編『新・児
童心理学講座第 8巻 対人関係と社会性の発
達』金子書房，1992 年，田中熊次郎『新訂 児
童集団心理学』明治図書，1975 年，参照）調
査研究のための対人関係認識の発達変容モ
デルを作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 1 対人関係認識の発達変容モデル 

 
 

作成した対人関係認識の発達変容モデル
に基づいて，人間関係と社会的責任とに価値
をおく道徳教育教材を２種類開発し，その教
材を用いた道徳授業の指導案と調査用のワ
ークシートを低学年用，中学年用，高学年用
に作成した。作成した指導案に基づいて，低
学年，中学年，高学年各２クラスで研究授業
を行い，討論前と討論後で子どもの意見をワ
ークシートに記入させ子どもの思考変容を
調査した。 

収集したワークシートを，低学年，中学年，
高学年ごと，価値項目ごとに分類し，討論前
と討論後での変容と，低学年，中学年，高学
年での発達的変容をセルマン（R. Selman）
の社会的視点取得理論にしたがって分析し
た。その結果明らかになったのは次の点であ
る。 

 
① 人間関係の価値項目では，低学年から中
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学年へと加齢にしたがって，より広い範囲で
の人間関係に価値をおく判断をするように
なる。 
② 社会的責任の価値項目では，低学年から
中学年までは加齢にしたがって，より広い範
囲での社会的責任に価値をおく判断をする
が，高学年では逆に，より広い社会的責任に
価値を認めながらも実際の判断では身近で
直接的な人間関係を重視する判断を行う。 
 
 
(2) 対人関係認識の発達モデルに基づく道
徳的判断力を育成するための道徳授業方法
の検討（研究 2） 
 

研究 1の結果に基づいて，小中学校の子ど
もに育成すべき道徳的判断力を，セルマンの
社会的視点取得能力の発達段階論から，2 段
階の相互性の獲得と 3段階の第 3者的視点の
獲得におき，それに適当な道徳教育教材を新
たに開発した。 

開発した道徳教育教材を用いて，小学校３
年生から中学校 2年生までの児童生徒を対象
に,道徳授業を行った。比較の対象として，
「役割取得タイプ」と「主体的解決タイプ」
のふたつの方法論による道徳授業を行った。 

道徳授業において収集したワークシート
を学年ごと，カテゴリーごとに分類して，第
3 者的視点を獲得する際の思考方法について
検討した。その結果，以下のことが明らかに
なった。 

 
① 小学校高学年までは「役割取得タイプ」
も有効だが，中学２年生では「主体的解決タ
イプ」の方が有効になる。つまり，小学校高
学年ごろまでは，他者の立場に立って考えさ
せることも有効であるが，それ以降は，自分
の考え方を持って，多様な考え方の中で主体
的に判断するよう促すことが道徳的判断力
の育成に有効だと考えられる。 
②中学校以降の発達を見通した場合，小学校
高学年以降でふたつのことを行う必要があ
る。 

ひとつは，比較や推論を通して，自分の考
えの正当性を他の生徒に納得させることの
できる，道徳的な論理的思考力の育成である。
一般に論理的思考力としては，算数・数学や
理科といった教科における能力の育成が重
視されるが，道徳教育においても論理的思考
力が必要である。ここに教科と道徳との関連
の意味があるといえる。このように，教科と
関連させた道徳教育プログラムが必要であ
る。 

ふたつ目は，そうして獲得した自分の道徳
的判断基準を検証し強化する場が必要だと
いうことである。集団で何かをつくりあげる
集団的構成的な体験活動と結びついた道徳

教育プログラムが必要だと考えられる。 
 
 

(3) 対人関係認識の年齢的変容に応じた道
徳的判断力育成プログラムの開発（研究 3） 
 

研究 2の結果に基づいて，対人関係認識の
年齢的変容に応じた道徳的判断力育成プロ
グラムの開発を行った。とくに次の点を重要
なポイントとした。 
① 小学校中学年までは共感を育成すること
が重要で，道徳的判断力の育成は小学校高学
年からの課題である。 
② 小学校高学年以降において道徳的判断力
を育成するには，ふたつのことが必要である。
ひとつは，道徳的判断基準をつくるための道
徳的な論理的思考力を育成することであり，
もうひとつは道徳的判断基準を実際に運用
して，その確からしさを確認し定着させるた
めの体験活動を行うことである。 

それぞれについて道徳教育プログラムモ
デルを開発した。 
 
まず，道徳的な論理的思考力の育成のため

に，教科での推論や比較の能力と道徳授業と
を関連させた道徳教育プログラムモデルを
下に示す。 
 

  

    

    

 

 

 

 

 

 

 
図 2 道徳的判断基準を育成する道徳教育 

プログラムモデル 
 
 

次に，道徳的判断基準に基づいて行動する
ことを通して，道徳的判断基準を道徳的価値
観として定着させるために，集団的構成的活
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動と道徳授業とを組み合わせた道徳教育プ
ログラムモデルを下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 道徳的価値観を定着させる道徳教育 
プログラムモデル 

 
 

本研究によって道徳教育に示唆される新
しい知見は以下のとおりである。 

第 1に，小学校高学年以降の道徳教育の困
難さはこれまで経験的に示されていたが，本
研究の結果，社会認識の拡大と道徳的判断基
準とのずれがその一因であることが示され
た。子どもたちは対人関係を良好に保つこと
を道徳的に価値あることとして判断するた
め，より広い社会関係において良いとされる
道徳的判断基準を否定する傾向がある。この
ことが社会規範意識の低下と関連している
と考えられる。ここから，対人関係を良好に
保つことよりも価値ある考え方に気づかせ
ることで，社会規範意識の低下の問題に応え
られるとの知見を得ることができた。 

第 2に，これまで各教科や体験活動と関連
させた道徳教育の必要性は指摘されている
が，どのように関連させれば効果的なのかに
ついてほとんど明らかにされてこなかった。
本研究の結果，各教科との関連において必要
なことは，道徳的な論理的思考力へとつなが
る思考力，推論，表現力などを育成すること
であることが明らかになった。また，体験活
動との関連において必要なことは，それぞれ
の子どもが経験的に獲得してきた自分自身
の道徳的判断基準を適用させ，確認または修

正させ，定着させることであることが明らか
になった。 

第 3に，実践者と共同での研究の必要性で
ある。チュリエルらも指摘しているように，
道徳教育においては理論を実践によって検
証することが重要である。本研究により，研
究者と実践者とによる共同研究が，効果的な
道徳教育プログラムを開発する上で重要で
あることが示された。国際学会での発表にお
いても，実践者との共同によって道徳教育プ
ログラムを開発した点が高く評価された。 

ただし，今回開発した道徳教育プログラム
の実践校はまだ研究対象校にとどまってお
り，十分に一般化された道徳教育プログラム
モデルとはいえない。今後，多くの実践校で
検証を行い，より一般化された道徳教育プロ
グラムモデルにしていく必要があるといえ
る。また，本研究では限られた教材・教育方
法による実践を行うことしかできなかった。
今後は様々な教材・教育方法を用いた実践の
積み重ねが必要だと考える。 
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